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【本領域の目的】 

自然環境場における、微生物間、動植物―微生物

間、ヒト―細菌叢間などの化学コミュニケーション

分子の真の生物学的意義が解明されている例はごく

わずかであることから、化学コミュニケーション分

子を利用した生物機能制御の実現には、多様な化学

シグナルの深い理解が不可欠である。 
本領域では、多種多様な化学コミュニケーション

の統合的理解にきわめて有効な「革新的高次機能解

析プラットフォームの構築」を行い、「天然物リガン

ドの真の生物学的意義の解明」及び「ケミカルツー

ル分子・創薬シーズ開発」を推進することにより医

療・農業・食糧分野などに貢献し、最終的には自然

環境における多様な生物種における化学コミュニケ

ーションの解明と制御を主眼とした「分子社会学」

という新しい学問領域の確立を目指す。 

 
 

【本領域の内容】 

 本研究領域では 3 つの研究項目を設定し、各研究

グループの有機的連携体制をとりながら、化学コミ

ュニケーションの統合的理解を目指して、生物活性

リガンドのフロンティア研究を推進する。 
研究項目 A01（生物間化学シグナルの理解）：化

学コミュニケーションの中心を担う生物活性リガン

ドの探索・同定・機能解析、ならびに標的指向型表

現型スクリーニングの構築・実証 
研究項目 A02（分子間シグナルの理解）：化学コ

ミュニケーションの基盤となる分子間シグナルの理

解・制御を目指した生物活性リガンドの論理的創製

及び物理化学的アプローチによる理解・制御 
研究項目 A03（化学シグナルの統合解析法）：化

学コミュニケーションの中心を担う生物活性リガン

ドの探索・同定・機能予測・機能解析を高感度かつ

高効率に展開するためのシステム構築・実証 
 これらの項目において、より斬新で挑戦的な研究

課題、若手研究者による萌芽的・意欲的な研究課題、

本領域の基盤技術や連携組織を活用する研究課題の

公募を行う。 

 

 
 
 

【期待される成果と意義】 

本領域研究により、化学コミュニケーションの統

合的理解にきわめて有効な「革新的高次機能解析プ

ラットフォームの構築」を達成し、「天然物リガンド

の真の生物学的意義の解明」、ならびに新たなコンセ

プトに基づいた「ケミカルツール分子・創薬シーズ

開発」の実現が可能になり、医療・農業・食糧分野

などの発展に寄与する。さらには、自然環境におけ

る生物間化学コミュニケーションの解明と制御を主

眼とした「分子社会学」という新しい学問領域の確

立が期待される。 
 また、本領域研究の推進により、異分野間の共同
研究、国際共同研究、国際ネットワーク形成が促進
され、本領域の国際的プレゼンスの格段の向上及び
関連学際研究領域において国際的にもトップレベル
となりうる若手研究者の育成が期待される。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 29 年度－33 年度 
   1,108,700 千円 
 

【ホームページ等】 
http://www.pharm.kyoto-u.ac.jp/fr_chemcomm 

  fr_chemcomm@pharm.kyoto-u.ac.jp 


